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28.2-44.3-44.1と推移した.関連した評価項目であるsticky saliva scoreは若年群 (65歳未満)では17.1-26.5-12.0と推
移したのに対し,高齢群 (65歳以上)では20.0-36.0-28.2と
推移し,年齢による傾向の差が見られた.【結 語】 年齢
でQOL推移に差が見られた評価項目があり,治療終了時
のQOLが低下する評価項目もあった.今後,年齢を考慮し
た予防的看護介入によりQOL改善の可能性を探る必要が
ある.
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